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Ｏ
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取
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、
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っ
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
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取
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と
っ
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就
労
条
件
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現
状
は
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志
」
の

継
続
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
組
織
自
体

に
対
し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
や
草
の
根
レ
ベ

ル
の
国
際
交
流
な
ど
の
担
い
手
と
し
て
期
待
感
が
高
ま
る
ば
か
り
だ
。
「
働
く

場
」
と
し
て
の
あ
る
べ
き
方
向
性
と
現
在
の
課
題
を
考
え
る
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
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就
業
実
態

　
就
業
実
態
と
労
働
政
策

労
働
政
策
の
あ
り
方 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
政
策
研
究
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括
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研
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機
構
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括
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Ｏ
ス
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就
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実
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働
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労
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政
策
研
究
・
研
修
機
構
　
前
統
括
研
究
員
　
岩
田
克
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特集―NPOで働くということ 

 

　
は
じ
め
に 

 

　 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
世
界
の
ほ
ぼ
全
て
の
地
域
で

活
発
に
行
動
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ

キ
ン
ス
大
学
の
組
織
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
際
比

較
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
三

年
時
点
で
先
進
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
就
業
者
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
常
勤
換
算
を
加
え
る
）
は
平
均

七
・
四
％
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
一
四
・
四

％
を
は
じ
め
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

ア
メ
リ
カ
で
も
一
割
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
は
四
・
二
％
だ
が
、
近
年
の
伸
び
は
大

き
い
。 

 

本
稿
で
は
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
お
け
る
能

力
開
発
と
雇
用
創
出
に
関
す
る
法
人
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
及
び
そ
の
結
果
分
析
を
踏
ま
え

特 集 特 集 
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Ｎ
Ｐ
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Ｐ
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タ
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構
　
前
統
括
研
究
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田
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特集―NPOで働くということ 

た
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
研
究
報
告

書
『
就
業
形
態
の
多
様
化
と
社
会
労
働
政
策

―
業
務
委
託
契
約
従
事
者
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
就
労
者

を
中
心
と
し
て
』（
近
刊
）
に
基
づ
き
、
日
本

に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
就
業
実
態
と
問
題
の
所
在
を
整
理
し
た

い
。 

  

　
１
．Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
就
業
実
態 

 

　 
 

日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
就
業
内
容
に
は
以
下

の
特
色
が
あ
る
。 

 

第
一
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
、
他
の
民
間
・

公
的
職
場
以
上
に
、
就
業
形
態
の
多
様
化
が

大
変
進
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
に
よ

る
と
、 

 

①
正
規
職
員
以
外
の
形
態
で
働
く
者
の
割

合
は
六
割
を
超
え
て
い
る
。 

 

②
一
団
体
あ
た
り
平
均
四
・
九
人
の
有
給

職
員
を
雇
用
し
、
平
均
一
一
・
七
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
い
る
。 

 

③
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
は
、
非
正

規
職
員
数
を
上
回
っ
て
い
る
。 

 

④
「
個
人
的
に
請
負
や
委
託
で
働
い
て
い

る
人
」
も
一
六
・
九
％
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
い

る
。 

 

第
二
に
、
正
規
職
員
の
年
収
、
非
正
規
職

員
の
就
業
内
容
な
ど
に
は
問
題
が
多
く
、
適

切
な
雇
用
就
業
管
理
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
組
織
外
の
一
般
的
な

労
働
市
場
と
同
程
度
の
賃
金
を
得
る
有
給
労

働
」
と
「
純
粋
無
給
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
の

間
で
多
様
な
働
き
方
が
広
が

っ
て
い
る
。 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
本
来

の
定
義
で
は
「
金
銭
的
な
対

価
な
く
、
法
的
義
務
付
け
な

く
、
当
人
家
庭
以
外
の
者
の

た
め
に
提
供
さ
れ
る
仕
事
」

（Anheier et al.,2003,p14

）

で
あ
る
が（
注
１
）、
実
費
を

超
え
た
対
価
を
受
け
取
る
「
有

給
労
働
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

が
近
年
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
金
銭
動
機
以
外
で
働
く

者
が
多
い
た
め
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
的
有
給
労
働
」
も
増
え

て
い
る（
第
１
図
）。 

 

図
中
の
「
勤
務
時
間
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
近
年
増

加
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

社
会
貢
献
を
支
援
す
る
た
め
、

有
給
の
勤
務
時
間
内
に
、
従

業
員
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
く
こ
と

を
許
容
す
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
側
か
ら
み
れ
ば
給
与
を
支

払
う
必
要
が
な
い
の
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
「
有

給
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ー
ビ
ス
残

業
」
に
つ
い
て
は
、
系
統
だ

っ
た
実
証
研
究
は
ほ
と
ん
ど

な
い
が
、
欧
米
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で

も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
「
外
部
労
働
市
場

と
同
程
度
の
賃
金
を
得
る
者
」
は
、
日
本
で

は
、
社
会
福
祉
法
人
職
員
な
ど
が
相
当
す
る

が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
、
「
外
部
労
働
市
場

よ
り
低
賃
金
で
働
く
有
給
ス
タ
ッ
フ
」
が
多

い
。
今
回
の
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
で
は
、
正
規

職
員
の
年
収
の
幅
は
一
七
四
万
円
〜
三
〇
一

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
民
間
企
業
の
平
均
賃

金
と
比
べ
る
と
か
な
り
低
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の

人
材
流
入
や
団
体
の
活
動
基
盤
を
支
え
る
た

め
に
も
、
給
与
水
準
の
向
上
が
課
題
で
あ
る
。

雇
用
保
険
や
労
災
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
団
体
は
約
三
割
で
あ
る
（
雇
用
保
険
二
九
・

七
％
、
労
災
保
険
二
九
・
二
％
）。 

 

「
有
給
労
働
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
い
し
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
も
、
決
し
て
日
本
だ
け

の
現
象
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た

い
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
研
究
報
告（
注
２
）に
よ
る
と
、

有
給
労
働
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
高
失
業
率
（
特
に
若
年
）
に
直
面
し

て
い
る
西
欧
諸
国
（
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
等
）
や
低
所
得
者
の
社
会
統
合
問

題
の
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
は
じ
め
多
く
の
発
展
途

上
国
で
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
英

米
で
も
少
額
の
ス
タ
イ
ペ
ン
ド
（
謝
礼
金
）

が
広
く
支
払
わ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調

査
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
、
「
交
通
費
な
ど

活
動
経
費
の
実
費
支
給
」
が
五
九
・
〇
％
と

最
も
多
い
が
、
「
謝
礼
的
金
銭
の
支
給
」
も

四
三
・
四
％
と
多
い
。 

 

と
も
あ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
就
業
内
容
に
は

問
題
が
多
く
、
本
号
の
座
談
会
で
も
、
就
業

の
不
安
定
さ
、
処
遇
の
低
さ
等
か
ら
、
家
計

の
中
心
と
な
る
男
性
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
本
格
参
入

し
づ
ら
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
若
い
人
と
主
婦
、
高

齢
者
か
ら
な
る
組
織
か
ら
脱
皮
で
き
な
い
現

状
が
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

第
三
に
、
量
的
に
も
質
的
に
も
人
材
が
不

足
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
で
は
、
不 

第1図　「有給労働」と「ボランティア」にまたがる中間領域 

（資料出所）Helmut K. Auheier et al.,“Work in the Non-Profit Sector”. ILO, 2003 のP.8～P.20の記述等を踏まえて著者が作成。 
　　　　　は純粋「有給労働者」と「ボランティア」との中間領域。 

有給労働 ボランティア 

外部労働市場と 
同程度の賃金を得る 
有給スタッフ 

有給労働的 
ボランティア 

実費受給ボランティア 
（通常の有償　 
　ボランティア） 

純粋無償 
ボランティア 

外部労働市場より低賃 
金で働く有給スタッフ 

有給スタッフの 
サービス残業 

勤務時間内 
ボランティア 

有給労働度合大← 

→ボランティア度合大 
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特集―NPOで働くということ 

足
し
て
い
る
人
材
は
、
「
法
人
立
ち
上
げ
資

金
、
運
営
資
金
な
ど
の
、
資
金
集
め
が
得
意

な
人
」
が
五
一
・
九
％
、「
会
計
、
経
理
に
明

る
い
人
」
が
四
四
・
三
％
、「
専
門
の
知
識
や

経
験
が
豊
富
な
人
」
が
四
四
・
一
％
、「
企
画

能
力
に
優
れ
て
い
る
人
」
が
四
三
・
七
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
必
要
と
な
る
人

材
で
は
、「
企
画
能
力
に
優
れ
て
い
る
人
」
が

三
七
・
九
％
、「
資
金
集
め
が
得
意
な
人
」
が

三
六
・
二
％
、
「
専
門
の
知
識
や
経
験
が
豊

富
な
人
」
が
三
二
・
六
％
、「
団
体
運
営
全
般

が
で
き
る
人
」
が
三
一
・
七
％
、「
会
計
・
経

理
に
明
る
い
人
」
が
三
一
・
二
％
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
企
画
力
」、「
資
金
集

め
」、
「
専
門
知
識
」、「
会
計
・
経
理
」
な
ど

の
能
力
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

    

２

．労
働
政
策
的
見
地
か
ら
の 

　
　 

政
策
支
援
の
必
要
性 

 

　
さ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
政
策
支
援
す
る
必
要
性

は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。 

　
ま
ず
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
公
共
機
関
や
民
間
セ

ク
タ
ー
で
は
充
足
し
に
く
い
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
各
個
人
の
自
発
性

を
重
視
す
る
こ
と
で
そ
の
能
力
を
引
き
出
す

こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
の
活
動
は
「
社
会
的
有

用
労
働
」
で
あ
る
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
動
機
に

つ
い
て
は
、B

arker

（"Values and Volun-
teering", 1993

）
は
、
利
他
的
動
機
、
手
段

的
動
機
、
責
務
的
動
機
に
分
け
整
理
し
て
い

る
が
、
特
に
近
年
、
新
た
な
経
験
や
技
能
の

獲
得
、
人
々
と
の
出
会
い
、
個
人
的
満
足
感

な
ど
の
手
段
的
動
機
が
増
加
し
、
そ
れ
が
成

果
志
向
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
雇
用
創
出
、
若
年
者
等
の
キ
ャ

リ
ア
開
発
、
起
業
化
や
高
齢
者
の
転
職
・
漸

進
的
引
退
な
ど
労
働
政
策
へ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
関

わ
り
に
対
す
る
期
待
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

も
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。 
 

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
期

待
さ
れ
る
。
三
年
前
に
比
べ
、
正
規
従
業
員
、

非
正
規
従
業
員
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
無

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
大
き
く
増
加
し
て
い

る
し
、
人
員
の
不
足
感
も
大
き
い
。
本
特
集

で
小
野
は
、
保
健
・
医
療
ま
た
は
福
祉
、
子

供
の
健
全
育
成
な
ど
の
分
野
で
多
い
「
事
業

型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
の
雇
用
創
出
の
可
能
性
に
特
に

期
待
し
て
い
る
。 

 

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
二
〇
歳
代
、
三
〇
歳
代
の
若

年
者
の
次
の
キ
ャ
リ
ア
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な

っ
て
い
る
。
過
去
三
年
間
に
退
職
し
た
正
社

員
が
い
る
団
体
に
、
団
体
で
身
に
つ
け
た
経

験
を
活
か
し
て
転
職
し
た
と
思
わ
れ
る
人
が

ど
れ
だ
け
い
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
二
〇

歳
代
、
三
〇
歳
台
計
で
六
割
近
く
を
占
め
て

い
る（
無
回
答
を
除
く
）。 

 

③
高
齢
者
層
の
「
経
験
・
知
識
」
を
活
か

す
就
業
の
場
と
し
て
期
待
で
き
る
。
過
去
三

年
間
に
採
用
さ
れ
た
有
給
職
員
の
年
齢
を
み

る
と
、
五
〇
歳
以
上
で
も
正
規
職
員
の
う
ち

二
八
・
三
％
、
非
正
規
職
員
の
う
ち
三
七
・

一
％
と
か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る

（
厚
生
労
働
省
「
二
〇
〇
二
年
雇
用
動
向
調

査
」
で
は
、
い
ず
れ
も
一
六
・
六
％
）。 
    

３

．政
策
支
援
の
あ
り
方 

 

　
具
体
的
な
支
援
策
と
し
て
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
一
に
、
正
規
職
員
、
非
正
規
職
員
へ
の

適
切
な
雇
用
就
業
管
理
を
広
め
る
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
、
「
社
会
的
有

用
労
働
」
に
従
事
す
る
者
と
考
え
、
安
心
し

て
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

健
康
安
全
の
確
保
、
個
別
紛
争
処
理
シ
ス
テ

ム
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
今
後
、
雇

用
、
自
営
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
間
の
移
動
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ

る
が
、
選
択
し
た
働
き
方
に
よ
り
大
き
な
権

利
・
保
護
格
差
が
な
い
よ
う
、
広
い
視
野
か

ら
の
政
策
点
検
が
必
要
と
な
ろ
う
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
報
告
書
の
拙
文
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

当
面
の
方
策
に
つ
い
て
は
、
本
特
集
で
、
小

野
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
収
入
の
不
安
定
さ
が
就
業

条
件
を
大
き
く
左
右
し
て
お
り
、
複
数
年
契

約
の
委
託
事
業
や
税
制
上
の
優
遇
な
ど
行
政

の
支
援
が
重
要
と
論
じ
て
い
る
。 

 

第
二
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
材
確
保
・
育
成
ニ

ー
ズ
へ
の
支
援
で
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査

で
は
、
国
・
自
治
体
に
期
待
す
る
サ
ポ
ー
ト

内
容
を
聞
い
て
い
る
。
「
職
業
訓
練
コ
ー
ス

や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
必
要
な
教
育
訓

練
の
場
を
提
供
す
る
」、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
必
要
と
す
る
求
職
者
情
報
を

提
供
す
る
」
な
ど
が
多
く
、
人
材
確
保
や
育

成
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

特
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
立
ち
上
が
り
期
に
お
け
る
人

的
支
援
・
起
業
人
材
の
創
出
支
援
が
重
要
で

あ
ろ
う
。
本
特
集
で
藤
本
は
、
若
年
層
等
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
経
験
を
あ
る
程
度
積
ん
で
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
と
移
行
す
る
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

で
の
教
育
訓
練
体
制
の
整
備
が
課
題
で
あ
る

と
し
て
い
る
。 

 

第
三
に
、
若
年
者
等
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
、

起
業
化
や
高
齢
者
の
転
職
・
漸
進
的
引
退
な

ど
の
政
策
推
進
の
た
め
、
国
も
自
治
体
も
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

    

４

．Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
働
き
方
に 

　
　 

対
す
る
労
働
政
策
の 

　
　 

ス
タ
ン
ス
の
明
確
化 

 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
働
き
方
に
つ
い
て
は
、
社
会

的
有
用
労
働
と
し
て
の
奨
励
的
側
面
、
就
業

者
と
し
て
の
保
護
的
側
面
、
他
の
民
間
企
業

と
の
公
正
競
争
の
側
面
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
一
層
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
働
き
方
に
対
し
、
政
策
ス

タ
ン
ス
を
よ
り
明
確
に
し
、
そ
の
上
で
、
積

極
的
に
育
成
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
。 

 

ま
ず
、
常
勤
ス
タ
ッ
フ
の
賃
金
等
低
い
労

働
条
件
に
対
し
て
は
、
労
働
基
準
法
、
最
低

賃
金
法
等
の
遵
守
を
徹
底
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
生
き
が
い
、
社
会
貢
献
的
色
彩
を
重
視

し
て
、
例
え
ば
、
設
立
当
初
の
一
定
期
間
、
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労
働
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
労
働
時
間
規
制

等
を
緩
和
す
る
よ
う
な
方
策
を
取
る
か
、
で

あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
で
は
、
最
低
賃
金

適
用
に
対
す
る
考
え
を
聞
い
た
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

い
え
ど
も
守
る
べ
き
」
が
過
半
数
（
五
三
・

三
％
）
で
あ
っ
た
が
、
「
創
設
期
な
ど
一
定

期
間
は
基
準
を
低
く
す
べ
し
」、「
基
準
を
低

く
す
べ
し
」、「
適
用
除
外
す
べ
し
」
な
ど
現

行
の
最
低
賃
金
の
適
用
に
難
色
を
示
す
Ｎ
Ｐ

Ｏ
も
三
割
を
占
め
た
。 

 

他
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
二

〇
〇
四
年
四
月
二
日
の
千
葉
地
裁
判
決
が
波

紋
を
呼
ん
で
い
る
。
高
齢
者
の
家
事
援
助
な

ど
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
法
人
税
法
上

「
請
負
業
」
に
当
る
と
し
、
原
告
（
流
山
ユ

ー
・
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
）
の
主
張
す
る
「
会
員

制
の
謝
礼
」
を
「
報
酬
」
と
認
定
し
た（
注

３
）。
こ
の
よ
う
に
、
実
費
を
超
え
た
対
価

を
得
る
場
合
は
報
酬
で
、
労
働
と
み
な
す
か
、

そ
れ
と
も
一
定
限
度
ま
で
は
謝
礼
と
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
す
る
か
、
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。 

 

現
時
点
で
の
筆
者
の
暫
定
的
な
考
え
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
民
間
企
業
部
門
で
も
な
い

政
府
部
門
で
も
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
は
大
き

な
公
益
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
償
・
無

償
を
問
わ
ず
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
災
害
補
償

の
充
実
や
企
業
か
ら

の
休
職
期
間
中
に
お

け
る
年
金
・
医
療
・

雇
用
保
険
等
の
被
保

険
者
期
間
の
継
続
、

自
己
啓
発
訓
練
の
提

供
等
の
支
援
は
望
ま

し
い
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
、
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
有
給
労

働
」、
「
有
給
労
働

的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
増
加
は
、
民
間
企

業
等
の
競
争
条
件
、

労
働
条
件
を
引
き
下

げ
る
要
因
と
な
り
か

ね
な
い
と
の
懸
念
も

大
き
く
、
そ
の
よ
う

な
弊
害
を
抑
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。 

 

具
体
的
に
は
、
①

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的

有
給
労
働
」
に
関
し

て
は
、
設
立
当
初
の
一
定
期
間
（
例
え
ば
半

年
）
に
限
定
し
、
労
働
者
の
同
意
が
あ
れ
ば

労
働
時
間
や
最
低
賃
金
の
規
制
を
緩
和
す
る
、

②
活
動
経
費
の
実
費
支
給
を
超
え
る
対
価
を

得
る
「
有
給
労
働
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
関

し
て
は
、
そ
の
労
働
対
価
は
、
金
銭
や
換
金

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
市
場
流
通
度
の
低

い
エ
コ
マ
ネ
ー
（
地
域
通
貨
）
や
換
金
の
で

き
な
い
時
間
預
託
制
度
の
利
用
に
限
定
す
る
、

等
が
考
え
ら
れ
る（
注
４
）。
詳
し
く
は
、
Ｊ

Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
報
告
書
の
拙
文
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。 
 

〔
注
〕 

 

１
．
イ
タ
リ
ア
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
本
法
」
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
実
費
の
償
還
を
除
き
報

酬
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
大
内
伸

哉
『
イ
タ
リ
ア
の
労
働
と
法
』p23

）。 
 

２
．H

elm
ut K
. Auheier,et.al., p16 

 

３
．
本
事
例
で
は
、
家
事
援
助
な
ど
の
支
援
を
求

め
る
会
員
（
利
用
会
員
）
は
、
流
山
ユ
ー
・
ア
イ
・

ネ
ッ
ト
に
申
し
込
む
と
、
こ
れ
に
応
ず
る
会
員
を
探

し
、
そ
の
会
員
（
協
力
会
員
）
が
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

サ
ー
ビ
ス
が
終
了
す
る
と
、
利
用
会
員
は
、
一
時
間

あ
た
り
八
点
（
八
〇
〇
円
相
当
）
の
ふ
れ
あ
い
切
符

を
協
力
会
員
に
渡
す
。
う
ち
六
点
分
は
協
力
会
員
が

受
領
し
、
二
点
分
は
ユ
ー
・
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
に
渡
さ

れ
る
。 

 

４
．
流
山
ユ
ー
・
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
の
事
例
で
は
、

対
価
を
金
銭
で
は
な
く
、
「
ふ
れ
あ
い
切
符
」
で
受

領
し
て
い
る
。
こ
れ
が
換
金
の
で
き
な
い
性
格
の
も

の
で
あ
れ
ば
、
許
容
し
て
い
い
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。 

【
主
な
参
考
文
献
】 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
就
業
形
態
の
多
様

化
と
社
会
労
働
政
策
―
業
務
委
託
契
約
従
事
者
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
就
労
者
を
中
心
と
し
て
』（
近
刊
） 

 

経
済
産
業
研
究
所
『
二
〇
〇
三
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活

動
実
態
調
査
』（
二
〇
〇
三
年
九
月
） 

 

中
田
喜
文
・
宮
本
大
「
日
本
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

雇
用
―
現
状
と
課
題
」（
季
刊
家
計
経
済
研
究
、
二
〇

〇
四
年
冬
号
） 

 

本
間
正
明
・
金
子
郁
容
・
山
内
直
人
・
大
沢
真
知

子
・
玄
田
有
史
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
時
代

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
変
え
る
産
業
、
社
会
、
そ
し
て
個
人
』、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三 

 Anheier, H
.K
., H
ollerw

eger, E., B
adelt, C

., 
and K

endall, J., "W
ork in the N

on-Profit Sector 
: Form

s, Patterns and m
ethodologies," ILO

 
,2003 
 Supiot, Alain, "B

eyond Em
ploym

ent 

―C
han-

ges in W
ork and the Future of Labour Law

 in 
Europe,"

（
フ
ラ
ン
ス
語
版
は
一
九
九
九
年
、
英
語

版
は
二
〇
〇
一
年
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

岩
田
　
克
彦
（
い
わ
た
・
か
つ
ひ
こ
） 

 

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
賃

金
援
護
部
長
、
前
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
統
括
研
究
員
。
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書
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文
に
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研
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者
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と
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齢
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専
門
分
野
は
高
齢
者
・
障
害
者
の
雇
用
・
就

業
問
題
等
。 


